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以
上
消
費
者
需
要
に
つ.い
て

>
i
e
t 

h
o
l
d
i
n
g

の
•重
要
性
を
强
調
し
た
。
生
產
苕
需
要
に.つ
い
.て
も
同
樣
な
こ
と
が
言
え
る
普
'
で

ぁ 

り
、

そ
奴
定
式
化
と
壯
最
方
法
が
確
立
さ
れ
れ
ば
資
產
評
價
の
.方
式
を
會
計
學

^
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，i 丨 丨 丨 I
駒 脾 菊 辰 源 ， 

、 八
彌 彌 猪 郎 、

.氏
高
丨
氏
弭
，

四

三

(

四
七
九
>

.:
■-〈

'勇
士
也
屯
で
本 ̂

れ
た
祖
先
の
功
勳. 

の
物
語
に
激
勵
さ
れ
七
、1
ぅ
い
ふ
境
遇
の
下
に
ゐ
る
の
で
は
な
か
っ 

た
な
ら
ば
商
業
家
と
か
科
學‘者
，と
か
’に
な
っ
た
か
，も
知
れ
な
かっ
た
そ 

::
:
'
'
が
：贫
者
ほ
々
牴̂

難̂
<.
:政
酕
か
8

:
へ
：ど
導
冰
れ
て
、

：
自
分
の
國
の 

爲
め
=に
何
事
か
を
な
し
，た
い
と
い
ふ
志
望
を
以
て
心
を
滿
た
さ
る
\
に 

至
っ
た
め
2

 

■ 

■ 

\
 

,

と
、
贬
が
在
涯
の
進
路
を
決
し
た
原
因
を
說
明
し
て
い
る
。

巧
靜
翁
氏
^

s

a-f
i'
艾

麾

节

奴

名

將

ぁ

謳

れ

：れ
把

4
锡

美

濃

守

氏

勝

め

，後 

で
ぁ
る
。
.信
玄
の
死
後
、
そ
の
子
‘勝
賴
が
名
將
の
器
で
な
い
の
を
知
っ 

て
、
氏
勝
は
長
篠
の
戰
に
办
し
ろ
進
ん
で
討
死
を
ぇ
ら
ん
だ
の
で
、

一
子 

信
義
ば
兔
れ
.て
：土
教
の
1

我̂

瓿

氏

に

狡

じ

：ま

。
.;
:
:
へ
::
.■-
'

,

.•
■■ 

，
こ
.の
後
を
孤
蝶
氏
の
註
に
ょ
っ
て
系
圖
，に
す
る
と
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民
幹
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『

馬
場
辰
猪
自
傳』

<
以
下
平
£『

-
M傅J

と
呼
ぶ〕

、で
ば
、
、そ
の
初
め 

•に
、
大
變
な
が
い.家
系
記
が
あ
る
。
そ
れ
は
む
し.ろ
急
、進

的

な

自

由

民

權

' 

' 

思

想

家̂

彼
の
ー
書
ド
^

の̂
私
じ
て
不
忍
議
に
さ
ぇ
思
わ
れ
る
。
し
か
- 

,レ
、
：̂

^

»
«;
疋
办
れ
v
>vv
た
，
^
vi
_
r
v
:
の
遺
歡
學
說
"
進

化

:：

ノ 

論
、
更
'に
彼P
最
も
影
響
を
興
え
て
い
る
と.思
わ
れ

る

ス
べ

.
ン
サ

1
の
社 

#
進

化

馨

ゼ

看

合

せ

：
る
と

.理
解
の
っ〕

べ
こ
と
'で
あ
^
。
：卽

ち

彼

は

、
自

：

ち
の
性
格
、
能
力
の
生
た
る
部
分
の
形
成
を
祖
先
か
ら
の
^
傳
と
進
化
の 

:

力
と
し
て
>說
明
し
：
よ
：う
と
：し
：だ

の

で

あ

ろ

^
。
；
：ー

『

自

傳』

.

.

.
冒
頭
.に
;^
-い
：
て5
彳 

「

若
き
者
の
心
は
、
成
人
の
心
に
取
っ
て
は
極
め
て
現
細
で
あ
る
べ
き 

や
う
な
事
柄
の
影
響
を
受
け
た
り
ハ
さ
う
い
ふ
影
響
の
爲
め
に
、
そ
の 

‘將
來
の
行
路
が
左
右
さ•る
、
に
茧
吻
勝
ち
な
も
の
で
あ
る
。
馬
場
張
猪 

.
の
場
合
に
故
て
も
、
さ
う
い
ふ
影
響
が
、
強
霞
は
と
に
か
く
、
彼
の
若 

き
、心
に
强
い
効
果
を
起
し
た
ら̂
く

思

は

れ

る

"
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•
さ
て
、
信
義
は
長
曾̂

|两
か
土
佐
b
統
一
.す
る
に
及
ん
-あ
そ
の
麾
下へ 

に
な
ユ
た
ぞ
慶
長
五
年
長
曾
我
部
盛
親
が
國
を
失
ぅ
に
及
ん
で
浪
火
と 

.
な
っ
た
。
そ
の
後
ニ
代
信
直
、.信
勝
と
仕
を
求
办
な
か
っ
た
。
そ
し
て
を

鐘

)

■

必
.
■

重 

■

兀
續
出̂

;̂
;
;
;

麗

馨

鳴

烘
#

:

:

,

^

|

^

^

-

4

こ

れ

加

ら
後

、
馬

場

家

は

累

代

山

內

家

に

仕

え

て

明

治

に

至

っ

た

.
の

'、
で

ぁ

る

。
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• 

ふ
か
し
な
が
ら
、
山
內
氏
に
お
け
る
馬
場
家
の
身
分
は
低
い
も
の
で
あ 

っ
た
。
信
重
の
子
氏
信
は
之
を
慨
レ
て
致
仕
し
、し
ば
し
ば
京
都
に
上
り
、 

學
を
淺
觅
網
齊
に
修
め
、-書
を
持
明
院
前
，大
納
言
恶
時
に
就
て
習
っ
た
。
.

:.而
山
て
：書
は
サ
象.̂

^
l
l
^
:t
s
;梯
t:
l%膨
し
希
の^

^
の
：
天#(

...

に
も
知
ら
れ
、
淺
野
家
の
如
身
祿
五
百
石
を
以
て
召
抱
え
ょ
ぅ
と
申
出
た 

‘
程
で
あ
っ
，た
。
か
く
有
名
に
な
っ
て
は
、
山
內
家
で
も
捨
て
、て
お
け
ず
、

JH
德一

兀
年
、
山
內
鹽
齡
は
再
び‘士
分
ど
し
‘て
召
し
出
し
た
。
し
か
し
祿
は
、
 

な
お
五
人
扶
持
で
あ
っ
た
。
たV
、

一
樹
は
意
志
強
固
で
學
間
に
努
め
た、
 

の
み
で
な
'<
、
ょ
く
理
財
の
方
を
立
て
家
計
を
豐
に
し
た
で
彼
は
ま
こ
と 

'

に
馬
場
家
1
$興
の
祖
で
あ
つ
た。
’

-

:.
龙

信

办

：跡

ば

長

子

长

幹
が

繼
ぃ

^
が
、
：：
：
享

歷

：

.
1
1
考

-
十
^
歲
^

.

:

.
さ

：
で

死

ん

だ

め

で

、
，
氏

傾

の

四

男

十

四

郞

.が
家
を
繼
ぃ
だ
、̂

が
氏
興
で
:'
:
,

' 

.
あ

る

。

氏

興

は

、

所

有

新

田

貳

百

石

分

を

知

行

地

に

引

ぎ

な

お

%

£•
'
と
を 

許
可
せ
ら
れ
て
留
守
居
組
に
灌
め
ら

^
'
:氏
信
以
來£)

：に
宿
望
の
本
士.„ 

:
と
な
づ
'た
。
享
保
一
八.年
9.
こ
^
で
あ
る
0 

-
.

.

.
•
氏
興
の
‘子
氏
綱
欢
器
'^
.な
性
質
で
、
江
戶
の
藩
邸
ゃ
藩
祖3
內
一
豐
を」

.

\ 

.- 

'

四
？r 

(

四 <
〇
>

'
祀
っ
た
藤
並
宮
の
建
築
監
督
を
務
め
た
。
書
：

^

n

は
達
者
で
、
銅
印
を. 

鑄
.る
こ
と
も
得
意
で‘あ
つ
わ
0

、

、

.

.

か
よ
ぅ
に
、馬
場
家
に
は
文^.
や
藝(

術
の
趣
味
の
，
あ

る

人

が

多

か

っ

た

の

， 

で
あ
る
が
、
氏
綱
の
子.氏
高

，こ

そ

は

辰

猪

に

最

も

重

大

な

感

化

を

與

ぇ

た 

人
で
あ
る
？
前
述
の
引
用
に
も
あ
る
よ
ぅ
に
、
辰
猪
-に
祖
先
の
武
功
を
し 

て
聞
.亦
せ
た
の
は
實r-
r
こ

の

人

で

あ
る

？

氏

高

は

.
通

稱

を

源

•馬
と
，い
つ 

て
、
有
用
の
財
で
あ
っ
た
が
、
塵

是_
の
士
で
あ
っ
た
の
で
、
時
.に
雜 

の
!
役
に
も
揮
か
ら
れ
、
し
ば-
^
-そ
の
役
を
變
え
た
。
し•か
し
、
そ
の 

:

.

:)

.志
操
.の
篇
潔
の
故
に
山1
2寶
4
の
世
子
—
範
.の
..傳
と
.な
：っ
た
ほ
ど
で
あ
，
 

る

.0
源
馬
氏
高
は
、
ま
た->
手
エ
1は
驚
く
ほ
ど
多
能
で
、.刀
劍
ゆ
鍔
、'豫
、
.

:'
-
.
:
^

^
じ
か
等
の
刃_
附
屬
品
办
歡
作
疋̂

1專
£
:
の
各
士
め
壘
を
摩
ナ 

る
ほ
ど
の
手
腕
をも

”
て
い
た
。
武
藝
で
は
特
に
玛
術
に
秀.で
て
；い
た
。

.

.

'

の
み
な
ら
ず
、
彼
诂
文
學
的
才
能
も̂
っ
だ
ち
し
く
、
こ
ぅ
い
ぅ
人
か 

'

'
ら
：辰

猪

が

そ

：
叹
洗
祖
め

_
轨
&

軍

談

や'
:時
に

饮

源

馬
&.
仏

の

ぉ

伽

噺.
 

ま
で
聞
言
れ
た
©
で
I

.か
ら
、
S

感
化
は
確
窆
大
き
か
っ
た
に. 

違

い

な

い

ゾ
.
;
.
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;

..
'
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诌
縣
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改
l
e
;大-正■
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七
月 f

 
日
發
行).
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，
 

■
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2〕

孤
蝶
能
に
よ
るv

辰
狢
が
家
系
を.記
す
る
に
至
て
は
、
.餘
リ
家 

記
を
見
て
居
な
い1
の
こ
と
.で
あ
る
。
よ
っ
て
筆
者
は
家
系
に
關
す
る 

>
限
衫
自
傅
.の
执
蝶
蝕
を
箪
ん
：
.じ
；だ
0
.
:
,
'

''
.
•

■■
;■
-へ
■■
. 

... 

" 

- 

• 

. 

■ 

V 

.
■
.
.
.
•

 

..... 

, 
.
■-

■

ぎ

^

.

M 

>
.

嘉
永 til:’

. 

.
:年
'五
月
十
5£
.ゅ
へ
«.
知
-
^
£
2
^

咏
西
..|§
'>俗
鞭
金
^:
橋
办
：邸
'で
生
.

_

*

\:;
?

.

'■ 

は
と
ら
子
と1K

つ
て
同
藩
の
隼
太
の
長
女
で
あ
つ
た
。
.
、

父
は
美
目
秀
麗
で
、
弓
、
馬
、
劍
を
ょ
く
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

*
*

»:
<
_涵
^:
抵
：い
：尤
^
裔

^;
:尤
能
を
私
プ
で
.ぃ
:1
.寬
大
為
胜
廣
'^

酒
©'
た

め

患
^:
る

-\
把
至
.ら
«
ー_
新
の
曝
容
翼
の_
聪
を
：っ̂

>^
_
.

.'•
:
. 

位
に
止
ま
っ
た
。
別
に
文
字
が
あ
る
と
い
ふ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
昔

の

軍

-

」

記
>.
.
„
?
:
;
囊

記

1!
:ー.画

齊

、

)

弓
張
月
な
ザ
9
M均

いと：：

こ

ろ

漱

晴

記

：.

：
：
：
/'
■:
 

し
て
い
た
。
こ
ぅ
い
う
風
で
、-馬
娼
家
で
は
、

• 

'氏
綱
あ
た
り
か
ら
、
儒
學

の
^
に
梵
^

^
 

_
の
方
爾
ぬ
_

_
か
—

^

が̂
泪
傅
奶
#
.
.:.
;
'
:
'
'

ー
 

^
か
か
て
ヾ
ぃ
を̂嵌

卷

瓦

歲

で^-
塲

家
^
入

兮
？
^

^

鬼
ん
だ
が
、
思
考•の
綿
密
な
，、
，言

語

©s

晰
な
人
で
、-し
か
も
な
か
^

し
っ
，か
り
し
た
婦
人
で
あ
っ
た
。

 

•：

成
年
の
辰
猪
は
、
當

k

の
政
治
家
と
し
て
は
、
鶴
味-.
%
敎
_

の
廣
い
方 

で
あ
っ
た-が
、
こ
れ
は
馬
場
家
の
遺
傳
いS-
ぅ
べ
く
、
そ
の
志
操
や
氣
節

- 

で
.は
祖
父
源
馬
に
負
ぅ
と‘こ
ろ
多
く
、‘
.そ
の
容
姿
で
ば
义
來
^
^
、
そ
の 

‘雄
辯
は
拇
と
ら
子
か
ら
傅
は
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

辰
猪
舀
ら
記
す
る
と
こ
ろ
に
忒
る
と
、
幼
年
時
代
ハr

寒
言
沈
默
の
性
質、

-\ 

'
で
あ
っ
た
と
い
ふ
外
、
何«
辑
し
き
特
徵
は
な
か
つ
た
。

」

ど
あ
る
が
、
^

蝶
の
多
く
の
訪
を
綜
合
す
る
と
、
相
當
の
腕̂で
、
强
情
で
、
是
非
の
判 

'斷
it
,鋭
く
、
自
巳
の
主
張
は
固
持
し
て_
ら
な
か
っ
た
が
、
そ

れ

で

い

て

、
 

，
情

け

深

い

と
.こ
，ろ

が

あ

つ
'た
と
い
'う
‘こ
と
に
な
る
。
し
が
し
、，
讀
書
が
寸

き

だ

と

い

ぅ

方

で

は

な

か

，
っ
た

.。
十
三
歲
に
な
っ
て
倚
か
ら
初
め
て.

「

い
：

. 

ろ
は
1
を
習
つ
允
と
い
ふ
こ
と
か
ら4
こ
れ
は
窺
わ
れ
る
。」

!,
:
:
:
あ

四

歲

で

藩

篇

譽4.

久

づ

た

務

：.免

"
で

め

敎

育

 

： 

.
:パ
愿

武

策

で

あ|

0

_

:

^

_

か
：と4
、
#;
至
3
內

豐

猶|
:上

：

.
父
•の
異
母
弟
、
氏
連
に
伴
わ
れ
て
大
阪
に
行
っ
た
。
，
：

:-
れ
は
慶
1
7G
年

の

.：
 

, 

'
こ
と
で
、
：：蛤
御
門
の
變
の.翌
苹
伫
あ
た
り
、
太
阪
の
街
に
戈
べ
い
ろ
ぐ.：
.

の
侍
や
浪
A.
が
頻
繁
に
.往
來
し
て
い
た
。
議
は
鄕
里
高
知
阵
比
し
て
遙

\
.
 

か
に
廣
い
美
し
い
街
を
見
た
と
同
時
に
、
そ-;
に
す
、
ん
.で
い
る
軍
新
0 

.

、
-氣
を
感
得
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
つ
た
。
-?
德
し
、
こ
の
時
は
父
や
兄
の.
1ぐ
，
 

\

身
上
の
變
化P

、

滞
阪
ーfl

ヶ
月
で
歸
里
’に
歸
っ
た
。
 

*

’

父
と
兄
ど
の
失
脚
は
辰
猪
を£

せ
し
'め
た
。
そ
れ
か
ら
の
一
年
間、'®
，

. 

比
鄕
里
に
あ
っ
て
漢
學
の
，修
業
と
擊
劍
、
洋
式
兵
法
に
全
力
を
注
い

.だ
。
.
.
'

へ
良
傅
■"

(

.I

.造
鮮
^

;:
:

:-
,
:
';

'
'

.…

、
.

'
 

ん
：

- .
-■/
!
-
-
-
•

: 

■ 

- 

■

-
?
 

. 

V 

. 

-
I
-
-
-
-
.
-

r
.
^

六
®

意雜費セ江̂

^

ぜ

-;
e
>れ
*

:

,_'

一：歡

欢

豪

翟

學1

嚴.

ネ

豪

と

；共
1

^

の

年

萆3

.
ー

裏
:.
.
;一

知
を
發
し
、
叔
父
氏
票
機
關
方
で
あ
る

f
Q

蒸
氣
船
で
大
阪
に
出
て
、

S
豫

雙

都

奮

C
舊

灌

霧

拿

.

)

扛
戶
锻
_

の
藩
服
に
っ
ぃ.次
の
' 
■
 

-は
、
京
都
を
出
て
か
ら
十
二
日
卧
で
あ
っ
た
。

.

辰
猪
の
使
命
は
、-澈
軍
擺
關
學
の
修
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
適
し
た



-

-
lff
l
學
會
雜
誌
第
四
十
取
卷
第
七
聰

，

;

■

摩
熟
は
幕
府
施
設
の
も
の\
ぅ
ち
に
も
な
か
っ'た
の
で
、
意
を
決
し
て
炎 

學
を
修
め
る
こ
と
と
、_
砲
洲
の
奧
平
邸
内
に
あ
っ
た
福
澤
諭
吉
の
塾
‘ 

に

は

い

つ

た

。
，
當

時

の

同

塾

の

敎

授

法

は

ま

こ

，
と
に
；小
完
金
な
も
め
.
で
あ 

ぃ
つ
た
上
に
塾
生
の
身
持
な
どV
'J
:
-く
は
^
か
つ
た
ら
し
い。

:•

•此

間

に

あ

っ

て

双

は

、
.
開

成

所

版

で

俗

に

木

の

葉

文

典

と

呼

ば

れ

た

小 

.
片
の
英
文
典
が
ら
學
ぴ
初
め
刻
苦
精
陶
し
た
。ン
鼠
爾
の
小
幡
篤
一

S
は
特
'
 

に
彼
の
勤
勉
に
囑
目
し
て
良
ら
物.理
ゼ

地

理

の

原

書

：

^
敫

ぇ

た

へ

彼

か

最
/

、
_

1
漏

^

^
 養

霄
 f 

馨
勝
^

^

g

f

l
の

"

ら
し
い
が
、
そ
の
間
、
辰
猪
は
力I

ゾ
ポ
ス
の
北
米
合
衆
國
史
を
.！
！
み 

得
る
ま
で
に
な
つ
て
い
た
。
，

、

 

• 

•

,
辰
猪
は
、
江
戶
ゆ
薩
摩
服
が_
打
さ
れ
て
か
ら|ー，¥
目
、‘
世
上
の
%

_

丨 

に
感
ず
る
所
あ
っ
て
、
江
戶
を
立
っ
て
鄕Mに
向
っ
た
。
京
都
へ
っ
い
卜

」 

時
は
、
慶
應
四
年(

明
治
元
.年〕

茈
月
彐
目
の
鳥
羽

「

伏
見
の
一
戰
が
了
っ丨 

y
、

京
都
'は
德
川
征
討
で'湧
き
返
っ
て
ぃ
た
？
彼
は
京
都
に
三
週
間
滯
在 

'L
て
か
ら
土
佐
に
歸
つ
た。

〕
• 

，
 

•

，
-
.

し

か

し

、

ま

だ

，

ら

社

會

で

活

駄

す

- ^

時
期
で
も
な
い
し
、
も
つ
と
勉 

强
し
た
い
と
考
之
だ
辰
猪
は
、
藩
の
重
役
に
封
し
て
長
籩
學
を
願
い
、

か
の
、
そ
の
許
可
を
揭
次。
-

.

;
-、；.、
:'
'
^
'
'.
^
:̂
'
最
.
.へ
_
赞
^-
#-
め
樣
、ハ'咏
治
7 6

'

^
.©
;̂
:̂
^
..<
'
:.\
>

'

,

\
 

英
學
を
修
め
ょ
ぅ
と
し
た
の
で
あ̂,
が
、
そ
の
便
益
は
あ
ま
り
猜
っ
て
、 

な
か
っ
た
。
唯
、
傲
か
に
宣
敎
师
フ
ル
べ
ッ
キ
め
援
助
で
、
合
衆
國
史
と 

萬
國
史
と
を
_
ん
だ
程
度
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
乂
に
集
つ
た
學
生

.

t 

, 

■ 

'  

.
.

陴

六

-
C

四
八
5
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:

.-:
■へ.

T - 

. 

V
' 

\....

-'
.
.
.
./」

：-,'
.
/パ:.
•
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'
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.
;
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,
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:.•
■*
.
'
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一.....•
'

-.
'
•
,
■:
>
..'
■',
;-•
•
'、.
'
.
へ-

. .■'

.

も
ぁ
ま
り
！̂

の
ょ
い
方
で
は
な
が
っ
た
。
辰
猪
は
そ
う
い
う
學
生
と
は 

ノ

度
.々
、爭
論
し
た
が
、

• ：

學
カ
で
はr

頭
地
を
抜
い
て
い
た
の
で
、
他
の
渚
を

鬆

_

_

_薩

爾

_
:
|疆

歲

奮

九

_

_
豪
江

昂

へ
^
'

;

ろ

決

心

し

た
。

' 
’ 

、

,■
,

•

,

/
, 

丁
度
、
高
知
藩
9
國
塵
方
の
役
人
:̂
し
て
長
崎
.k
lて
v>
た
岩
^p

:̂':.

.
郞
が
大
阪
に
行
X
,と
い
う
d

を
聞
い
た
の
で
、
辰
^
瘍

崎

に

筘

鋁

を 

\

話
し
て
大
阪
1
で
同
符
丄
で
貰
つ
无
。
允
阪
に
っ
く
と
、
彼
は
所
持
の
書
.
.
 

物
な
ど
を
寶
拂
つ
て
旅
齋
を
調
え
て,'
*
江
戶
へ
向
つ
た
。

V
U
®か

)

_

;K
^

I
め
：■

鎌

®

®:
_
! :
で
^ ：
：^
が
、̂

_
福
^
^
ー
 

.

に
入
る
乙
と
裳
し'た
A
福

澤

兜

生

の

塾

は

、
，
.
こ

の

と

き

は

旣

に

芝

新

錢

座 

ノ 

'
'に

移

つ

て

「

慶

應

義

塾

」

と

稱

し

て

い

た

、

坐
徒
も
一
一
亩
名
を
越
え
る
大 

-■，
發

展

振

り
•で
軋

っ

た

？
辰

緒

は

、

!こ
X
で
、
熱
心
に
勉
强
を
績
け
、
渡

英，
 

ン
,;
'
':-
:
:
:
.

〔

俞
#
は
塾
:̂
^

^
;«
>
晰
縱
に
^
冬
み
-̂
_

&書
；.
.
理̂
*
の
^'
-
'
_や
素
_
 ■

、

‘ 

• 

；
：

4

英 

'國

留

，
學

，

，

,

—

-;
;.

「

：;:
■
■.
 

\
v
.
,
v
;

〉

N
y ぐ'
.
'
'
ム
ノ
■-
,

,%;
-
..:
:
'
.

. 
:

■■
:.
 
ノ
ノ'
-
- 

':-

■

治 

f
;
s
、
l

':
:
'
.
為
'-
-

^〈

1

:̂^
%'
§
»

_
漆
^
^:
願

猿

で

^

_
 

'

 

德

：逭

濯

政

發

营

亦

顏

馨
#
在

妨

-T
'で：：

I

し
た
眞
邊
藉
を
は
じ
め
、
國

澤

漀

(

後
に
新
九
郞
：>、
松
井
芘
美
、
： 

.
が
、
谷
神
之
助
!>
川

上

友

八

が

加

賀

雜

士

と

の

闘

^ *
が

も

と

で

自

双

し

は

て

^

< D
m

、.
：そ
め
補
缺
七
し
て
辰
猪
の
嫌
望
は
達
せ
ち
れ
だ
。
鼻

で

は

、

:-
: 

こ
め
.火
選
.に
ゥ
从
で
板
遛
が|
!

1

淨̂
の
論
功
霞
的
竄
味
を
含
め
た
も
の

( 

で
、
人
を
視
る
明
が
な
か
つ
た
と
，非
難
し
て
い
る
。

:■
:
:

(

さ

V
V彼
等
は
辰
猪
が
最|
輕
蔑
1;
た
眞
邊
戒
作
を
長
，.

、̂
お
ま
，
<
^
.

 

.歸
國
す
る
英
國
人
ロ1

.ダ
、1
;
'
_
.
9

筹derv.

を

總

監

督

に

依

賴

し

て

.

.
、
.
•
.
.
明

:

抵

”

11

年
七
月 
J
:r -
:日 
V
:A°
>
:シ
！̂
ネ
グ
-.
丈

;1
;
-ル
ー
號
で-'
'
.
4
 

そ
し
て
海
上
十
四
日
を
費
し
で
サ

X

フ
ラ
ン
シ
スn

に
^

;、
鐵
路U

ユ 

1
ョ
ー
ク
に
至
り
'
そ
れ
か
ら
英
國
に
向
っ
た
。
辰
猪
等
が
倫
敦
に
っ
’い 

た
の
は
、
明
治
三
年
九
月
の
下
旬
で
あ
つ
た。
. 

.

• 

口
ゾ
ド
ン
着
後
、
宿
舍
の
都
合
な
ど
で
、
ダ
--

一
、
工

ル

と

云

ぅ

宣

教

•
師

に

伴
 

わ

れy
、

ラ
ゾ
グ
レ
ィ
と
稱
す
る
小
村
に
移
り
、
六
ヶ
月
間
熱
心
に
英
語 

を
勉
强
し
た
後
、
ゥ
ィ
ル
タ
ヤ
州
の
通
商
市
ゥ
ラ
ー
ル
ミ
ン
ス
タ
ー
に
轉 

じ
、
そ
こ
の
グ
ラ
ン
マ
ーr
x

ク
ー
ル.
で
、
幾
何
、
地
理
、
歷
史
を
學
ん 

だ
。
か
く
て
华
年
、
撕
等
は
い
ょ
'く 
口
ン
ド
ン
に
轉
じ
、
そ

れ

ぐ

藩

• 

命
の
翦̂̂

學
科
を
勉
强
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
辰
猪
は
、

ロ
ン
ド
シ
•
ユ 

ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ー

•

ヵ
レ
-
ッ
デ
の
理
科
に
入
學
し
た
。
自
傳
の
，叙
述
か
ら

身
え
^
:'
^
汰
體
戊
擧
の
隶
頃
释
^
邋
:1
^

^
饮
>
-'
\
'や
復
斯
海
軍
の
_
:
 

關
學
で
も
修
め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
だ
ら̂く
、
ま
た
そ
れ
ま
で
、政
治
、 

經
濟
、
.社
會
g
:M
涴
法
ぃ
が
汸
面
处
素
廳
め
故

_
眞
藤
が
敗
洽
學：： 

を
事
攻
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
ら
し
い
。
い
ま
少
し
片
日
を
經
て
扒
ら 

の

こ

と

べ

思

わ

れ

る

が

辰

猪

は

國

澤

に

は

洋

1
5修
業
を
す
X
めV

國
澤 

も
そ
の
言
^
入
れ
て
洋
赘
を
習
つ.て
歸
っ
た
が
、
こ
の
方
面
に
宠
分
双II

' 
;
.す
名
に
至
如
ず̂

て
：
苹

く

世

を

去

っ

：
.
だ

;°

眞

邊

ば

最

後

：ま
.
で

撝

場

と

競

爭
 

.
'
f

る
っ
も
り
で
政
治
學
を
や
っ
た
ら
し
い
が
、結
茼
、
辰
猪
の
敵
で
な
く
、 

明

治一

三
年
に
自
殺
し
て
了
っ
て
い
る
。
_■

そ
れ
は
と
に
か
く
、
取
商
條
約
改
芷
交
渉
と
云
う
使
命
を
歡
び
た
全
權 

:;
<
•
•
大
使
患
倉
具
視
の《

行
が
、
：明
治
五
年
七
月

.1 

:四
0
.ぜ
ゾ
ド
ゾ
に
っ
.き
、
,

■同
年
2-
-
:月
ヒ
.
.，六
0-
-

で̂
英
國
に
滯
在
じ.た
。'
:が
、

)

-:
の
間

、

：
辰

猪

‘の
學 

，

が

認

め

ら

れ

て

、

-
0本
政
府
留
學
生
に
猓
用
、.振
學
を
研
究
.す
る
こ
と 

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
パ

ゾ

’
 

:

—

 

y 

そ
こ
で
、
彼
は
ロ
ゾ
ド
ゾ
大
學
を
^

つ
て
、
テ
ン
ブ
ル
法
學
校
に
入
り

r. 

ま
た
'

B

ォ
ヤ
スV

手
工V

、

ハ
ァ
に
通
ひ
法
學
特
に
羅
馬
法
と
木
動
產
法
の 

.硏
究
に
心
を
ひ
そ
め
た
。>'
お
も
う
に
、
彼
の
政
治
！
！
、;'
經
濟
學
へ
：
の

志

向

， 

ド
は
、
：
.
,|
5
0來
そ

：の
，慶

應

義

塾

在

學

.の
；
と

含

把

始

ま

っ

尨

と

解

す

可

き

で

あ

ろ 

う

が

、

こk
に
至
っ
て
完
全
，

•に
自
ら
の
運
命
，を
^
換
す
る
機
會
を
得
た
の 

•，
で
ぁ
る
。~

治

，
辰

猶

の

枭

初
•©
篆

國

皙

學

味.'ぺ
八

故

四

年

に

求

る

終

そ

^
間

‘

：
^
;

.
1:
:
リ
：.ツ
，f
:f
e
開

，がM

;^
英

國

就^

^
會
ー
の
天
臂
に
出
席
し
て

(

い
る
0
.
'
.

ぶ
れ
は
、
同
會
頭
ホ
ー
ト
ゾ
觚
の
紹
介
に
ょ.る
も
の
で
t

が
>
/c
_
vに 

"猶
紙
養
國
歃
滄
響
養
玉
要
人■
の
：愚

：£

1
,1
省

1
會
運
營
の
方 

法
等
を
窺
い
得
た.こ
と

と

、
，
.
⑶
識

め

獲

得

に

熱

心

で

あ

っ

た

こ

と

な

ど

を 

想
像
し
得
ょ
う
;0
彼
^
ま
■た
、

日
本
文
典
初^

(
A
n

 

s
e
m
e
n
t
a
r
y

 

G
r
a
m
m
a
r

 of 
汁he, Japanese L

a
n

故
u
aoq
e
o を
著
は
し
之
を
英
國 

知
名
の
士
に
贈
っ
て
，い'る
。

こ
の
著
は
、

森
有
禮
が-
r.H
本
の
敎
育j
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雜
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四
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/
、

(Edncation i
n
j
^
p
a
r
o

9'
序
文
に
於
て「

盱
本I

®

到
底
支
那
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叹
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簡
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っ
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習
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が
狀
®
'

と
題
し
て
講
演
す
る
が
如
き
、
確
か
に
ミ
ル
の

r

婦

-.
A
の
隸
從」

を
讀
ん 

で
感
ず
る
‘と
.こ
ろ
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ろ
ぅ。

‘ 

j 

.

彼
は
、
英
國
留
學
中
、
三
た
び
巴
里
を
訪
れ
、
親
丄
く
，フ
ラ
ン
ス
の
政 

'

「

^

■
輕
を
谳
_
1>
^:
:
奴
と
ぎ
は
:#
國
_

©

:

_

_
を
傍
_
し
、
ぞ
の
讓
場
，
 

ー
證
混
微
止
索
务
所
な
次
議
長.鬆
を

鳴

务
1>
:て
撞
：か
.於
—

靜

也

し

て

ぃ

る

」 

.の

.を
目
擊
、
有
名
な.ガV

、

へ
-ッ
タ(

G
i
b
e
t
t
a
,

 

Ls'
n Michel

〕

が
、 

時
の
大
統
領
マ
ク
マ
ホ
ン

(
M
acmahon, Marie 

E
d
mrt
>
'
p̂'
sr
J
o
®

 

Maurice 
E

に
相
對
し
、
共
和
主
義
を
提_

昏
_
せ
る
勇
务
に
い
.
 

:'
シ
靶
を
感
激
：
.1
>
ゎ̂
ば
^
ぃ
^
龙
、
；&
里

(7
>
'議
史

的

名

所

を

歷

訪

、
ノ
就
中

' 

ブ
ラ
ア
ス'•

コ
\
コ
ル
卜
な
ど
は
、
低
、徊
去
る
に
忍
び
ず
、
；彼
を
じ
て
フ 

,1
フ
ン
ス
大
革
命
を
追
想
せ1
め
ず
に
は
お
が
私
か

.つ

.た

.と
い
ぅ

0
■■

■:
:ヮ
：
，彼

故

勉

學

ぬ

傍
^
、
；
fa
'
.の
窗
磬
の：

ど
ぎ
紙
^

pfc
日
泶
留
學
生
會
の
世 

話

に

努

力

、し
.た
。
明
治
九
年(

一
八
七
，六

印>

末̂

に

は

、
東

泉

犬

，學

.か

ら
派
遣
さ
れ
た
穗
讓:»
汉
江
陳
重
專
、.谕
坂
兌
、：嫡
村
輝
彥
、
翁

裳：
：
. 

1r
.

關
狢
激
景

■■
'

_

重
剛
、：，讀
田
禮
作
、
％

故
直
貞
養
賴
办
馨#
 

生
が
到
着
七
た
め
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
英
國
の
社
交
界
に
紹
介
オ
る
た 

b
は
可
成
り
の
力'を
っ
く
し
た
' 

,

、游
と
國
際
寒
の
ゼ
本
で
：舊:-
1
>备

、.雀
の
泌
鲁
眞.

辰
猪
.の
賓
に
'

: 

「

怒

っ

で

麵

の

茴

渉

噻

じ
-
冷
ヤ
ゴ
辰
猪
は
绝
任
眞
邊
校
佛
國
減
赴
い
ザ̂̂
^
^

 

ハ
常
時
英
國
で
は
決
闘
が
禁
じ
，ら
れ
て
い
た

)

決
、闘
を'仕
よ
6
と
申
込
ん 

だ
が
、，
眞
邊
が_
ぜ
ず
再
び
爭
論
と
な
つ
て
、
辰
销
は
所
持
の
ナ
ィ
フ
で 

叹
頭
部
を
锁
：̂

文

了

；っ
：：た
：。

«
邊
^

§
.

の
；間
找
終
生
泳
來
の.交
' 

で
あ
っ
.た
が
、

「

土
佐
^
<傳」

’の
著
者
寺'石
茈
路
は
、
二
者
，の
關
係
に
っ

ー
ぃ
：て
乂
：暴

_

才
'
暴

げ
1

議

_

養

逢

_

^

^

雾

靖

悴

通
- 0

'

已

ぬ

政

骀

經

濟

办

雇

寒

：办

其

猶

费

毋

治

0
.
著
翁
正
镦
は
ン 

敏

日

本

霍

の

：蠻

1

一

び

寧

養

■

養

裏

猪

響

セ
_

ぐ

子

の

如

き

『

ナ
ポ
レ
オ
ン

』

黨
.は
宜
し
く
佛
國
に
黻
り
て
士
官
學
躞
に 

入
れ
と3 £

|
|

怒
り
觀
か
に
諸‘
學
を
修
め
之
芯
杭
せ
ん
と
す
_

に
敵
す
る
能 

は
ずi

と
述

べ

て

い

る'.
0

' 

'

と
に
か
く
葙
の
事
件
は
、
庚
猪
の
少̂
-時
代
か
ら
の
激
し
いI
象
を1

ボ

_

©
麗

■

議

■

«'
.

め
：_

■

;

!
狹

憑

討
,

：
；
y 

霸

篇

窗

る
■

馨

後

の

：
■

鋈

■

ょ

.て
'い
■る
の
も
、
右
の
よ
ぅ
な
經
驗
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
か
。

.

辰
猪
は
、
，
こ
の
た
め
一

#

七
日
か
ら
拘
禁
さ
れ
、

い

ろ

く

取

調

を

受

，

1

蓮
：：：：：

へ̂
^̂
^̂
^̂
^

.
け
た
が
、
結
局
、
ニ
月
八
日
办
公
料
で
五
十
膀
ゆ
保
證
叙
で
勝
歡
豫
ヒ 

な
り
、
' 英
國
を
退
去
才
る
こ
と
，
i
な
つ
た
の
で
、
匇
々
、.行
电
を
纒
め
.て 

，
■
■國
す
る
-̂
と
夂
每
タ
茂
’
袭̂
ニ
月
ニ
ー
^-
日 

オ
ー
ン
を

:: :::

出
立
、
匕V
P
;
戈
日
量
4

:

.

五
.月
：

f

1
0,
に
撗
濱
唉 

1

八

七

：八.年
、
一
卽
ち
明
治
一-一
一
年
.で
あ
一 

る 

0 

■ 

.
'
• 

■
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,
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1〕
Lawder. 

E
.
.

明
治
初
#
英
領
壤
と
し
て
神
戶

K
‘ V
及
'横 

.

_
に
^
い
て
辯
誰
士
と
な
ク
た
人
な

‘£>
ん

g

明
治
文
化
發
祥
記
念 

,

記』

大
疋
ブ

1
‘一年
ニ
一
月
發
行

0 

,
 

i 

.

.

,C
2
>

こ
、
に
擧
げ
■た
英
人
ル
、.地
名
等
は
、

S

傅
に
あ
る
通

y
とし

.
'一::
'
;ポ
^〜

媒
下
洋
及
‘
灰
同
様
”
 ̂

:

.

.

C45
W、
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孝
雄
著
3
麗

史

赛

i

4

i

M

:
塞

•
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前
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畨
ニ
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.自
傳
.ハ『

改
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大
正
一
三
年 
一
ニ
月」

日
發
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.
 

,(00 〕

原
場
孤
蝶「

日
記
を
通
し
て
見
た
、る
馬
場
辰
能

」
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雄
f
i
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周
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念
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一
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卷
ニ
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正
九
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ニ
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一
日
發
行

y.
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澤
木
#席

：} 

、 

* 

• 

\

.一
 0> (

"

«
.'
i
;
;
>̂v
;
'i
'
s
w::
^
齡

隻

：：
,;
f
f
i
.
;
^
.

..ハ：

)

.
;

「

_
茂

;:
1
.ず
；
：-̂

' 

, 

■
 

'

 

.

5

.

(

四
八
七〕

‘

z 

\
v 

\



.

三
时
學
會
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詰
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四
十
：ネ
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第
七
號
.

，

,

‘
 

‘
，
：

-
「

：

：

：

. 

■ 

\
 

- 

5 

•.共
存
同
衆
に
お
げ
る
活
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辰
猪
亦
®

し
て
兰
日
、
卽
ち
明
治J
.
'
i年
五
月一

四
日
に
•は
：
時
の.•

節
へ̂

^

_

_

1

_見

暴
::
1

|

^

_
篇
_

猶

_
霸

證

,

れ

だ

。

辰

猪

は

、

こ

の

琪

件

を

通

じ

；

ま
，
た

當

時

^
^
內

情

勢

を

觀

察

し 

て 
>

「

日
本
の
臉
來
の
狀
態
が
少
し
形
を
な
し
始
め
た"1
_
と
考
え 

•
總
て
.
.の
，
文

哪

國

民o'
歷
史
に
は
表
ぬ
れ
て
ゐ
る
と
こ5:
の
危
機
忙
だ
ん 

く

故
づ
#.
つ
\
ぁ
^〕」
と
‘し

、
さ

ら

に
~1
.人
民

'が

次

第

に

政

治

上

吖

一 

要
素
を
な
し
*o
-
xあ
つ
"て
、
政
^

等̂
は
、
そ
<の
1國
を
治
め
や
ぅ
と
す
る 

場
合
に
は
人
於
の
‘向
膂
を
ば
考
慮
の
な
か
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
よ
ぅ
に 

な
り
つ
し
/
;̂
る
と
亂
づ
た
。
そ
し
て
彼
は
、
か
く
の
如
き
民
主
政
治
の 

、
發
達
に
は
、
，
ま
吵
國
民
を
啓
蒙
す
る
こと'
.興
論
に
純
え
る
機
關
を
設
けj 

-
、る
こ
と
の
必
要
を
痛
感
し
た。

、
-
、
•
い

：

-
,
ン

：

：

ノ 

が

ぅ

い

ふ

理

，
曲

か

^:
、•
-ま
づ
、
共
存
同
衆
で
公
開
講
演
を
催
す
こ
と
に 

A
つ
た
。
i

同
象
は
明
治
セ
年
九
尿
に
組
織
さ
れ
た
が
、
.辰
猪

の

渡

英

、

V
'摩

'應

證

展

繼

證

、_

で

養

^
|
浪̂
_

達

_

;.
:

,

に
人
る
と
共
に
活
動
を
活
潑
に
し
た
。

、
'
•
:

”
'り
1

#:
聲

§

1

#
氣

_

_

_
野
_

差

翥

曝

：
.ー
：
：

::
;
眞
次
傅
藤
_
麗

^
^
_會
_
震

'.
;
ぼ̂

偏

-:
#
瓦

\>
ぶ
：核
福
9
氣

_

^
:̂

た
^
5と
さ
れ
て
い5̂

。，

こ

れ

れ

ら

雅

し

は

か

る

ど

F

共
存
同
衆」

と
は

動

協

產

謹

昧

t

る
_

_
魏

_

_

_
0:
-
龜

®
^
^

デ
ー
チ
.
ュ
ァ
，
.
ル

•
ア

ツ

ソ

シ

H

1
シ
ヨ
ン」

の
意
味
で
あ
る
と-い
っ
て
.い

,

' .
■
 

/ 

’ 
成
ニ 

.
(

西
八
八〕

.
S

' 

. 

.

>

る
6 P「

ミTT1.

チ
ユ
ァ
'ル
•
ア
.ッ
y
-シH

1
シ
ョ
><
-

」

を「

共
存
祠
衆」

. 

- .
と
_
し
た
と
す
九
ば(

そ
こ
に
譯
語
の
芳
心
も
う
か̂
わ
れ
る
。

，
辰

猪

は

、
ノ
前
述

P

よ
5'
-
に
歸
朝
の
か
ち
、
.共
存
同
衆
の
講
演
を
公
開
す 

る
と
と
に
努
力
し、
' 小
野
梓
と
と
も
に
最
も
度
多
く/講
演
を
行
つ
、て
い

;5'
:

繁

_

靠

同

翁

商

あ_

講
猶
は_

會
論
_

隹

醫
：
.

が
芦
：■

の

諸

問

題

挺

讓

囘

ぬ
_

靜
^

に
關
- ^

て
は
亡
七
囘
連
續
办
講
取
で
札
っ
た
。
同
衆
箕
お
け
る
彼
の
講
演 

は
多
く
、

『
f

存
雜
誌』

k

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
羅
馬
法
に
關
す
る4 -
の
も 

「

羅
馬
律
略
1-

ど
し
て
同
誌
に
連
載
さ
れ
た
‘。
.辰
猪
は
こ
の
會
に
お
け
る 

講
演
は
；
後
の
も
の
に
く
ら
べ
て
.

1

層
通
俗
的
t

啓
蒙
'的
で
あ
.る
が
、
そ 

水
は
辰
猪
の
眼
に
映
じ
た
大
衆
、の
意
瓢
が
な
於
こ
の
程
度
の
說
卧
を
必
要 

'

と
し
た
ほ
ど
低
い
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
に
§

も
の
と
思
う
。
し
か
も
、

.

然
I

上
の
法
fi
r
に
恶
づ
い
て
服
論
し
た
。I

法
、は
把
握
し
て
い
な
か 

,'

つ
た
•，よ
う
だ
が
、.一
植
の
难
物
論
赛
で
あ
つ‘た
こ
と
は
う
か^
え
る
。

:'
,■
へ
 

r
:
;
'
l

:i

流
行
さ
せ
る
機
黻
と
な’つ’
た

。
’
役

人

で

さ

へ

政
府
批
判
の
演
説
を
や
る
よ 

う
に
な
つ
た
。-,自
分
の
職
分
や
地
位
が
も
た
ら
す
特
權
に
つ
い
て
な
杌
封

へ
ぶ

f

 

囊

の

職
_

1

要

裏
:1
雙

惫

雷
:>
.
:
疆

絕

て
、
.
/,
'
;
、
■

靡

吖

為

く
し
てK

ム
開
_
演
を
行
う
で
を
禁
ず
る
，と
い
ふ
方
策
を
と
つ
た
。
こ

れ 

は
、
の
ち
に
法
文
化
し
た
。
と
ど
ろ
が
こ
れ
は
共
存
同
衆
に
と
っ
て
は
、

f e
め

て

暴

な

银

氧

隹

■

‘

_

共

喬

震

嚴

米

®

學

办

ー

:

.
:

/H
b
れ
ぇ
つ
た
渐
知
識
が
多.か
つ
た
が
、

か
X

る
新
知
識
は
多
く
政
府
の
役 

入

蒙

ウ

ぢ

:̂
.ま
：ご

と

杧

馬

場

を

險

狀

_
ば
同
衆
承
玉
.爆

物

_

吏
で
- 

'あ
つ
た
め
で
あ
る;°
で
あ
る
か
ら
、
政
府
の
で
の
措
置
は
、
，典
存
同
衆
等 

の
政
治
的
ハ
社
會
的
啓
蒙
運
動
に
大
き
な
支
障
を
來
し
た
こ
と
は
明
か
で 

あ
る
。
辰
猪
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
云
つ
て
い
る
が
、
共
存
同
衆
の
指
導

谱
小
睜
梓
も
ぞ
の
；-:
-
0範
ル

歡

_
.
|
|
-

辑
1

'_
.:日
議

於

：
.:'
.
'
ax
p
^
;
:
:
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'- 

:
^
2̂
勿
講
談
ホ
る
龙
禁
悉
とVo
,®
板
鼠
難
が
予
匁
世
間
舊
を！
 ̂

A
潘
■
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畏
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實
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參̂
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馨
七
：遏
れ
亡
滅
：
:<
7
).湛
^

^

:

,

^

が
ト 

惜
む
べ
し
。
予
輩
す
ら
畏
ろ
し
く
て
は
，、
最
早
も
て
か
ぬ
る
べ
し
。
惟

ふ

、

-

に
こ
れ
は
井
上
氏
の
ど
そ
く
り
な
る
ベ
し
タ

明
日
出
仕
、
明
了
に
す
べ 

し
。
勢
に
ょ
つ
て'は
辭
官
す
べ
し
、
：.
:
.
馬

場

を

訪

ふ

，
。

」

'.
と
t

、
ま

た. 

同

じ

く
 |

四
日
の
條
に
7
:
.
:
歸
路
衆
館
t
入
り
、
同
衆
の
講
談
に
列
す
。

.

#
七

薑

§ -
載

華

る

蕩

墨

縛

.せ

_

ー
_

餐

篇

馨

;:
-

-

:

'

ぐ

ザ
る
を
得
ず
。

是
れ
に
は®
し
き
‘關
係
あ
れ
舐
、
自
身
尙
鼢
職
の
積
な
■

り
。
但
し
"
諸
友
尙
暫
く
ま
て
と
巾
し.居
る
。…

…
」

と
あ
る
。
小
野
の 

憤
激
が
ほ
2
窺
い
知
ら
れ
る
。
'

小
膝
はp

g
、. 

i

l1’

四年の政變，
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れ
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右
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蒙
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又
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澉
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萬
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。
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濟
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通
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